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 段ボール箱設計の適正化を図るため、パソコンを用いた設計支援プログラム

を開発した。段ボール箱設計の条件には外的負荷や製造方法、原紙価格などが

あり、きわめて複雑で多岐にわたる。ここでは、物流中における安全性確保と

製造原価の最小化を考慮し、実用化に向けて次の方法でプログラム化した。 

1. 設計条件の入力は製品重量、箱寸法、物流方法、生産量などで、パソコ

ンへは対話式で入力を行う。 

2. 主目標とする原紙構成の決定は、必要圧縮強さを満たした上でコスト順

にソーティングして出力させ、使用原紙選択幅を持たせた。 

3. 出力データは必要圧縮強さ、フルート、箱寸法、材質構成、展開図など

の設計データと、製造原価、原紙幅、原紙のロス率などの生産管理デー

タも併せて出力する。 

4. プログラムに組み込んだ基礎データは気象環境、保管方法、荷痛み、原

紙材料、原紙価格など当所の研究データと既存データから収集した。  

5. 設計で最も重要な安全係数と必要圧縮強さの算出は多岐にわたる劣化要

因から算出した。 
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